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カーボンナノ四面体/リボン構造は，カーボンナノチューブが潰れる際にその方向が 90° 程切り替わ

ると形成する．カーボンナノ四面体 /リボン構造は優れた安定性を持つが，それは両端のナノリボンに

よるものである可能性があり，孤立した四面体自体の安定性は未だ明らかでない．

本研究では孤立したカーボンナノ四面体の形態的安定性を明らかにするため，走査型透過電子顕微

鏡 (STEM) の集束電子線を用いて四面体とリボンの接合部を切断し，カーボンナノ四面体を切り出し

た．その結果，カーボンナノ四面体はリボン部から切り離されてもその形状を保持し，それ自体とし

て安定であることを明らかにした[図 1] [2]．この結果はカーボンナノ四面体 /リボン構造の形成過程と

して我々の研究グループが提唱してきた折り紙機構[1]を支持するものである．
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図1. 切断後のナノ四⾯体


